
共通教育学群
理科教育・環境教育
プラズマ物理

佐藤 杉弥
科学リテラシーや環境リテラシーを育むための理工教育
と環境教育に、主に理科教室や授業開発などの実践を通
じて取り組んでいます。また、科学の専門分野ではプラ
ズマ中の基礎現象を実験的アプローチで研究しています。

略歴 所属学会など
1963年秋田県生。平成8年日本工業大
学助手。講師、准教授を経て教授。現
在、私立大学環境保全協議会理事、日
本技術者教育認定機構審査員、物理オ
リンピック日本委員会実験研修部会員、
春日部市総合振興計画審議会委員、杉
戸町環境審議会委員、など。

日本物理学会（『大学の物理教
育』誌編集委員会）
応用物理学会（応用物理教育分科
会幹事）
プラズマ・核融合学会
日本マイクログラビティ応用学会

研究紹介 理科教育・環境教育／プラズマ実験

理科教育や地域連携の事例共同研究の事例

お問合せ 345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 
日本工業大学 共通教育学群 佐藤 杉弥
Tel. 0480(33)7588 (直通), E-mail : sugiya@nit.ac.jp

さとう すぎや

教授

宇宙の物質の99％はプラズマ（電離気体）と言われます。一般に
太陽のように非常に高温で、電子とイオンがばらばらになった状態
で、通常起らないさまざまな非線形現象の宝庫です。私は実験的な
アプローチで、オーロラなどの神秘的な現象や天体現象を想定した
プラズマ基礎過程、特に波動やシースの研究や、原子励起素過程の
実験などを行ってきました。共同研究ではアレシボ天文台での電離
層実験や、屋内での宇宙空間プラズマのシミュレーション装置の開
発の経験があります。

磁場プラズマ中の電子ビーム

光の性質の実験装置 科学の演示実験

大学に限らず社会一般に理科離れや反知性主
義がひろがっています。科学分野に限らず、環
境問題やSDGsなどでも、広い視野や科学リテラ
シーはますます重要になっています。大学では
基礎物理教育や環境教育のため、科目開発など
を多く行ってきました。それに加えて、理科離
れ対策や地域連携として、子供から大人までを
対象に理科教材開発や実験教室などを多数実施
し、また、学協会を通じて科学・環境リテラ
シーを持った人材育成に尽力しています。

・高密度磁化プラズマ源の開発
・磁化プラズマ中の非線形波動の実験
・微小重力プラズマ装置の開発
などに参画してきました。

・SSH校講師
・県や学会主催の小中学生・教員対象理科教室
・放課後学童、公民館など地域のための理科教室
・セグウェイを用いた出前授業
など多数行っています。
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共通教育学群
ライフサイクル工学

八木田 浩史
各種製品システムのライフサイクルの環境評価、
各種エネルギーシステムの技術評価を行っています。

略歴 所属学会など
昭和35年4月生まれ、工学博士
平成元年3月 東京大学 大学院 工学系研究科
博士課程修了
資源環境技術総合研究所 研究員 / 地球環境産
業技術研究機構 主任研究員
資源環境技術総合研究所 主任研究員 / 産業技
術総合研究所 チーム長を歴任

日本エネルギー学会
日本LCA学会
エネルギー・資源学会
日本マクロエンジニアリン
グ学会
環境情報科学センター

研究紹介 持続可能な工業社会のあり方に関する研究

ライフサイクルアセスメント、エネルギーモデル
といった、環境やエネルギーシステムを評価する
システム工学の手法を用いて、持続可能な工業社
会のあり方に関する研究を進めています。具体的
には、製品システムに関しては各種の工業製品を
取り上げ、エネルギーシステムに関しては各種の
合成燃料やバイオ燃料を取り上げ、社会システム
に関しては食糧生産や教育を取り上げて、それぞ
れ環境側面を含めた将来の方向性のあり方につい
て検討を行っています。

私たちの便利で快適な日常生活は、さまざまな工業製品に支えられています。工業製品の環境影響を
検討する際には、製品の「製造〜使用〜廃棄・リサイクル」といったライフサイクル全体を考えるこ
とが必要です。それがライフサイクルアセスメントという環境影響評価の方法です。
“Think globally, act locally”環境を改善していくために、大きく考えて具体的に行動していこうとい
う合い言葉です。その実現に向けて、ライフサイクル全体で考える「ライフサイクル思考」に基づい
た研究を進めています。

主な研究論文
家電リサイクルによるCO2削減効果のLCA検討, 八木
田浩史, 環境情報科学論文集17,271-276, 2003
地方議会議事録における環境用語の出現頻度に基
づく自治体の環境問題対応の解析, 上田翔, 八木
田浩史, 環境情報科学論文集26, 283-288, 2012
HiBD法バイオディーゼル合成のLCA解析, 八木田
浩史,山下将国, MACRO REVIEW, 30 (1), 17-
22, 2018

共同研究の事例
未利用天然ゴムの種の持続的カスケード利用によ
る地球温暖化およびプラスチック問題緩和策に関
する研究（地球規模課題対応国際科学技術協力プ
ログラム（SATREPS）における東京農工大学、
大阪大学との共同研究）
トラック輸送における各種のエネルギー源に関す
るLCA検討（いすゞ自動車、関東学院大学との共
同研究）

やぎた ひろし

教授

LCAとは、製品システムのライフサイクルの
環境負荷を検討する手法

LCAの概念


